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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762  FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





四割台の得


票率で圧勝


　昨年八月三十日の衆院選で、民主党は議席の六四％強、三〇八議席を得て「圧勝」したが、得票率をみると小選挙区でも比例区でも四割台。とくに小選挙区では四七・四三％の得票率で議席定数の七三・六％を獲得している。そして民主党は比例区定員の八〇名削減をマニフェストに掲げ、早速実行に移そうとしている。実現すれば、同じ得票率でも議席は六八・五％になり、衆議院で単独三分の二を超える。これで法案が参院で否決されても再可決できることになり、民主党の提出する法案はすべて成立する可能性が確保される上、憲法改正の発議へ向かって、大きな一歩を踏み出すことになる。


小政党の抹殺


　今でも小選挙区〇議席、比例区でやっと九議席を得ている共産党はさらに苦戦を強いられて四議席になり、社民党は全ての議席を失う。民主・自民合わせて議席の九二％を占めることになり、「二大政党」の思惑通りに政治が行われることになる。しかもこの「二大政党」は国民的支持を狙って必然的に同質のものとなる。


｢未完の改革｣


 の完成へ


　そもそも民主党が提起している国会改革は八〇年代の中曽根行政改革に始まる一連の改革、すなわち新自由主義の導入と海外派兵のための明文改憲を完遂しようとするもの（下資料参照）だ。官僚の国会答弁を封じることで野党は問題点を具体的に追及できなくなり、曲りなりにも解釈改憲に歯止めをかけてきた内閣法制局の牽制もなくなる。おまけに議員立法も制限されるとあっては、国会は政府が出す法案を承認するだけのものとなる。


マニフェス


トの欺瞞性


　政権交代のためには、自民党政権の残した、構造改革による生活破壊と対米従属への国民の苛立ちに乗ずるしかなかった。そのためマニフェストには「コンクリートより人を」とか「アメリカとの対等な関係」とか、魅力的な言葉が並んだ。しかし政権獲得半年にして、これらの公約は次々と裏切られ、民主党独裁を目指す選挙制変更と国会改革ばかりが急がれている。


「正当に選


挙された国


会」とは


　多くの死票を生み、民意を反映しない小選挙区制は正に憲法に違反している。ＯＥＣＤ二十九カ国中、小選挙区制を採用しているのは七カ国。その中イギリスではその是非を問う国民投票が来年行われることになった。最も正確に民意を反映する完全比例代表制こそが、憲法に謳われた「国民主権」の基礎なのだ。





＜レジメ資料より＞


　第８次選挙制度審議会答申（1990年7月31日）の前文･冒頭に「今日、わが国は、山積する国内的諸問題の解決を迫られており、また国際的にも、世界の平和と繁栄のための積極的貢献を求められている」とある。政治改革は構造改革・海外派兵そして明文改憲の序曲であった。
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E-Mail：choufu9jou@yahoo.co.jp（変更しました）


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html














�


「剥げ落ちた『改革の夢』･･･語る田中隆弁護士











�


司会は丸山重威さん








　調布｢憲法ひろば｣は二月二十七日夕、たづくり十階一〇〇二会議室で「比例定数削減と国会改革のねらうもの･･･民意不在の強権政治」と題して第五一回例会を開催しました。雨と、会場がいつもとは違ったことが災いしてか、参加者十五人という寂しさ。憲法で保証された主権を行使するほとんど唯一の機会である選挙に関わるテーマであっただけに、残念でした。多岐にわたり熱弁を振るわれた田中隆さん（弁護士、自由法曹団）のお話をごくかいつまんでご紹介すると･･･　（石川康子･記）





�


少数精鋭？　熱心に討論する参加者








